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東亜天文協會観測部月報
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報課光道黄

　宥西天の黄道光は今月が最も盛な出現を見せてくれる・これは藪年來の事實であっ

て，理論上黄道の傾斜からいへば3月に最盛の筈であるが，理由はわからない・しか

し，今年に限って非常に淡かった・多くの観測者はこれを不思議とし，新しい興味を

以て一陣をっS“けた．曉東天は内地では先づ絶望である・封日照は獅子座にあって，

すぐ東に火星と木星とを控へ，やがてこの爾星をも取入iL，槻測は容易ではない．

　成績は一般に論罪的のものである，たN“佐野君から報告が來たいので加へらオ以：い

のが蔑念である・

1，観測者及び観測数

翻則心証磁心矧難細・黄道網照
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1h口縣長府町

大阪府池田町

岐阜縣美濃町

兵庫縣相生町

京都府編知山

札　幌　市
長野縣水内村

長野渠系青木ホ寸

塞　中　市
大阪府池田町

輻岡市外箱崎

京都府輻知山

大分縣杵築町
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2，黄道光観測H　一一覧表　（二字の下に短線を引いてあるのは東天の三二）
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　5，5日面の観測

　金森君が3時30分といふ早い時刻に珍景をとってみる．　あまり淡くないものであっ

た．明瞭に見えないことはやむを得ないが｝非常に長いところに興味がある・頂黒占の

北偏は先づ善逓・

　4，害西天の黄道光の概略

　一口に淡いといっても時には明るいこともあった・地潜では勿論光帯がとられてる

るが，内地では見られなかった場合が多い・ヌ．黄道：光の攣化も寧ろ淋しいものであっ

て，月の後出は殊にこの傾向があったが，これは黄道光が淡くて槻測しにくかったと

いふよりも，太陽の無黒黒占に影響されてるると見たい・

　5，20日に試みられた坂元君の爲眞

　2・9の普逓カメラで3D分間，水晶球カメラで10分間の露出で充分成功してみる．　こ

エにも黄道光の淡いことが明かにされてみる。

　6，黄道光帯は黄道光の頂監から匠別し得るか？

　多くの天文書には非常に細）・光帯が書かれてあるが，私達の経瞼では光帯はそんな

に細いものでなく，從って黄道光の頂黒占から全く惜別し得ずして150。の離角を與へら

れる時と，大龍匝別し得て善通の離角を輿へられる時とがある，今月はこの重大な問

pakCついて考へたい材料が多かった．

　7，下保君の外形の舞曲と異擬枝光帯

　22日の明瞭な光帯を19時，同30分，同50分と3回Fこ亘ってsl（etchを得てみるが，は

じめ黄纏30。のあたりの北側の外形に認められた凹部が攣化し，北東に向ふ枝光帯と

なll　）この光帯と黄道光の本騰とに挾まれたわっかな部分が非常に暗く見え，やがて

この光幣は溝失してみる，21日及び25日には異状はない・

　8，22日蔓避でとられた曉の黄道光

　松本：君が適當な時刻をえらんでみる・先月末より鯨程淡くなってみるが，充分認め
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られた．形は低くて幅廣v・，銀河と混じてみるので正確を歓く鮎もあらう・

9，11日の月の黄道光について

月出が利用されてるるが，時刻は西天薄明中，月の薄明も入ってみるらしく，適當

な機會ではなかった・

　10，封日照観測日一覧
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　11，．封臼照出現の概略

　一般tC形は小さい，　Barnardは2月極目日照の形をVerアユarge　and　roundといって

みるが，下旬には東西の方向に細長くなってみる・光帯も多kは西方であるが，大し

たものではない．

　12，20日の坂元君の詳細な等光線と水晶球による撮影

　23時50分・の襯測であるが，明るさの中心黒占が2ケ所ある・4本の等光線によって調べ

てみる．坂元君はこれを永久的光箒との重複による異状形としてみる．反太陽黒占に近

い中心黙と北極天との比較が爲眞によって試みられてみる．以上

彗星課報告
　ギヤコビニーヂンナ1（週期）彗星（1935c）二見さる・

　ベルゲドルフのシヨ・・ル教授登見，位置光度は次の如レ

　　1933年4月23日　　　（U．T．ユh　56．4m）

　　　　ct．1933．0（赤輕）　　δ1933・0（赤緯）　　皿ag・（光度）

　　　　21h　34m　4s　　　十15。18！　　　　　15m　　　（ペガスス星座）

　因みにこの蛮見位置は彗星出現籐報に醤して，赤樫＋2・1分赤緯＋1分の相違ある

のみであったと．
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太陽課黒一覧撒報告（1955年四月）
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　　　　　　　　中村急報配布先

京　　　　都

長野縣上水内郡水内東小學校

長野縣松本市高等三校内

大阪市佳吉匠阪南町西一丁目二十一

静岡縣島田町五七九

長野縣小才郡井川尋：常高等小施療

札幌市聲卒町三ノ九

紳戸市須磨匝關守町ニノ一難

名古屋市東匠徳川町六ノ六

倉　　敷　　市

香川縣三豊郡観音寺町上市

大阪市住吉匠王子町三丁目大高寄宿寮

烏取市川三
塁轡，塁中州立詰中高二女學校

長野縣小縣郡青木村村松

京都市萬壽書通リ堀川西入高島屋寄宿舎内

大阪市北匝善源寺町七丁目二十三番地

京都市右京匠嵯峨野有栖川町一九

北米・カリフオルニヤ・ブローレー

垂
壽
秋
男
一
一
茂
嶋
郎
窒
秋
朗
郎
男
三
三
一
郎
二

鴛
繧
保
繕
響
久
一
鶴
三
飯

花
金
古
西
清
小
下
改
太
倉
森
乾
大
松
沓
柴
河
竹
長


